
インフルエンザ予防接種のお知らせ
インフルエンザとは、インフルエンザウイルスに感染することにより
起こる病気です。
症状は、普通の風邪に比べて高い熱が出たり、関節痛や筋肉痛が出た
りします。高齢者や慢性疾患の人は、気管支炎や肺炎などの合併症を
起こし重症化することもあります。流行前に予防接種を受けてインフ
ルエンザを予防しましょう。

※下記の対象者は、1,500円で予防接種を受けることができます。

◆対象者：飯塚市に住民票のある人で、次の①または②に該当する人
①接種日現在65歳以上の人
②接種日現在60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓または呼吸器の機能に障がいがあり、身の回りの
生活を極度に制限される人およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障がいがあり日常生
活がほとんど不可能な人（身体障がい者手帳1級程度）

◆接種期間：令和5年10月1日（日）～ 12月30日（土）
◆接種の場所：県内の予防接種実施医療機関（要予約）
　※実施医療機関については、かかりつけの医療機関に確認されるか、感染症対策室にお問合せください。
　　また、飯塚市ホームページにも掲載しています。

◆接種回数：1回のみ（接種期間内において）
◆接種料金（自己負担金）：1,500円（医療機関の窓口でお支払いください。）
◆持っていくもの：住所・年齢が確認できるもの（健康保険証・運転免許証・マイナンバーカードなど）
◆接種料金の免除について：対象者のうち下記の人は、接種料金（個人負担金）が免除（無料）になりま
すので必要書類を医療機関の受付に提示してください。提示せずに、接種した場合の接種料金
（自己負担金）については、市は払い戻しできません。

新型コロナ予防接種とインフルエンザ予防接種は同時接種が認められています。
同時接種を希望する際は、医療機関にご相談ください。

※対象者の②に該当する人で「身体障がい者手帳1級」をお持ちの人はご持参ください。
窓口に来る人の本人確認書類（健康保険証・運転免許証・マイナンバーカードなど）・本人からの委任状

（2）上記以外の人が申請する場合
窓口に来る人の本人確認書類（健康保険証・運転免許証・マイナンバーカードなど）

（1）本人または同居の親族が申請する場合
◆非課税世帯証明書発行に必要なもの

本庁市民課または各支所市民窓口課で発行します。（無料）非課税世帯証明書の発行について

●お問合せ　感染症対策室（穂波支所）　（☎内線2165・2166）

（令和5年1月1日現在の住所地で発行）
非課税世帯証明書

（世帯全員が該当する場合のみ）
市民税非課税世帯

医療カード生活保護世帯

接種料金免除のために必要な書類接種料金免除の対象者

飯塚市
ホームページ

●お問合せ　企業局下水道課　管理係（☎内線2241）

※補助金については各種条件があり、また工事費の融資制度もあります。詳しくは、必ず着工前に下記までお問合せ下さい。

～ 合併処理浄化槽の設置費用に対し補助金が出ます ～

水環境保全のため、合併処理浄化槽への転換 にご協力お願いします。

単独処理浄化槽やくみ取り便槽をご使用の場合、台所・洗濯・お風呂などの生活排水が
そのまま河川に流れ、水質悪化の原因となります。

※浄化槽管理者は、浄化槽を適正に管理するよう法律で義務付けられています。

保守点検（定期的に）、清掃（年1回以上）、法定検査（年1回）の実施適切な管理のための
3つのポイント

浄化槽をお使いの皆様へ

単独処理浄化槽・くみ取り便槽をお使いの皆様へ

（①+②+③）
計単独処理浄化槽

くみ取り便槽①設置費※A:延床面積
設置人槽

（共同住宅、寄宿舎等）
11 ～ 50人槽

（二世帯住宅等）
10人槽

（130㎡＜A）
7人槽

（A≦130㎡）
5人槽

743,000円

548,000円

414,000円

332,000円

【加算分】
②処分費
　（くみ取り便槽） /  90,000円
　（単独浄化槽）  / 120,000円
③配管設置費  / 300,000円

（単独） 1,163,000円
（くみ取り） 1,133,000円

（単独） 968,000円
（くみ取り） 938,000円

（単独） 834,000円
（くみ取り） 804,000円

（単独） 752,000円
（くみ取り） 722,000円

からの転換
（改造の場合）

10月1日は「浄化槽の日」です

浄化槽には 「 適正な管理 」 が必要です。
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